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総
代
会
の
日
程

　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
第
29
回
通
常
総

代
会
及
び
こ
れ
に
伴
う
地
区
別
説

明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◎
地
区
別
説
明
会

◎
参
加
者　

総
代　

役
員

地区名 月　日 時　間 場　所
行　田 ６月17日㈫

午後
６時30分より

行田中央支店会議室
川　里 ６月16日㈪ 川里中央支店会議室
羽　生 ６月13日㈮ 本店会議室
加　須 ６月12日㈭ 加須中央支店会議室
騎　西 ６月11日㈬ 騎西中央支店会議室
北川辺 ６月10日㈫ 北川辺支店会議室
大利根 ６月　9日㈪ 大利根中央支店会議室

◎
総
代
会

〈
日
時
〉　

６
月
20
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

〈
場
所
〉　

羽
生
市
産
業
文
化
ホ
ー

　
　
　
　

ル　

小
ホ
ー
ル

３
月
28
日
の
議
案

①
令
和
７
年
度
内
部
監
査
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

②
役
員
候
補
者
推
薦
・
選
任
内
規

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

③
自
己
資
本
比
率
算
出
要
領
の
全

部
変
更
に
つ
い
て

④
当
組
合
に
お
け
る
取
引
リ
ス
ク

総
括
表
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑤
労
働
関
係
規
程
等
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

⑥
文
書
保
管
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

⑦
令
和
７
年
度
内
部
統
制
の
整

備
・
運
用
に
か
か
る
年
間
計
画

に
つ
い
て

⑧
令
和
７
年
度
事
業
計
画
の
設
定

に
つ
い
て

⑨
中
期
３
か
年
計
画
の
設
定
に
つ

い
て

⑩
令
和
７
年
度
信
用
の
供
与
等
の

限
度
額
に
つ
い
て

⑪
令
和
７
年
度
理
事
会
附
議
を
要

す
る
大
口
信
用
供
与
等
の
額
に

つ
い
て

⑫
令
和
７
年
度
貸
付
金
の
利
率
の

最
高
限
度
に
つ
い
て

⑬
令
和
７
年
度
借
入
金
の
最
高
限

度
に
つ
い
て

⑭
賃
貸
住
宅
取
得
資
金
等
に
か
か

る
特
別
貸
出
要
領
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

⑮
令
和
７
年
度
農
業
関
連
資
金
の

金
利
軽
減
の
考
え
方
に
つ
い
て

⑯
令
和
７
年
度
賃
貸
住
宅
取
得
資

金
等
に
か
か
る
金
利
軽
減
の
考

え
方
に
つ
い
て

⑰
令
和
７
年
度
Ｊ
Ａ
マ
イ
カ
ー

ロ
ー
ン
金
利
軽
減
の
考
え
方
に

つ
い
て

⑱
令
和
７
年
度
Ｊ
Ａ
リ
フ
ォ
ー
ム

ロ
ー
ン
金
利
軽
減
の
考
え
方
に

つ
い
て

⑲
令
和
７
年
度
Ｊ
Ａ
教
育
ロ
ー
ン

（
カ
ー
ド
型
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ

ス
型
）
の
金
利
軽
減
の
考
え
方

に
つ
い
て

⑳
Ｊ
Ａ
統
一
ロ
ー
ン
融
資
要
項

（
埼
玉
県
農
業
信
用
基
金
協
会

保
証
）
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

㉑
無
担
保
ロ
ー
ン(

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

ニ
コ
ス
型)

融
資
要
項
等
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

㉒
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ロ
ー
ン
融
資
要
項

（
協
同
住
宅
ロ
ー
ン
㈱
保
証
）

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

㉓
令
和
７
年
度
の
余
裕
金
運
用
に

つ
い
て

㉔
川
里
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
改
修
工

事
に
つ
い
て
（
案
）

㉕
購
買
事
業
未
収
金
の
償
却
に
つ

い
て

㉖
職
員
へ
の
期
末
賞
与
の
支
給
に

つ
い
て

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
か
ら

税務法律相談　６月２日に加須中央支店で開催
　ＪＡでは毎月、本店、行田中央支店、加須中央支店と会場を移して土地・建物や税務・法律に関す
る無料相談を行っています。ご相談のある方は事前に予約をお願い致します。
〈日時〉６月２日㈪　午後１時30分から　※相談時間は１人30分です。
〈場所〉加須中央支店
〈ご予約窓口〉ＪＡ本店資産管理課（☎048-563-3000）または各支店窓口へ

お気軽にご連絡
ください。
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ご参加お待ちしています！
　公的年金のお受取り年齢が近づ
いている方や現在受給している年
金に疑問のある方。年金に精通し
た社会保険労務士があなたの疑問
にきめ細やかにお答えします。こ
れまで当ＪＡとのお取引がない方
からのご相談も大歓迎です。お気
軽にご参加ください。

■令和７年度これからの予定
日　程 時間 開催店舗

６月21日㈯

９
時
～
15
時

行田中央支店　川里中央支店　羽生中央支店

８月16日㈯ 加須中央支店　騎西中央支店　北川辺支店
大利根中央支店

10月18日㈯ 行田中央支店　川里中央支店　羽生中央支店

12月20日㈯ 加須中央支店　騎西中央支店　北川辺支店
大利根中央支店

２月21日㈯ 行田中央支店　川里中央支店　羽生中央支店

※お申し込みの際は事前に当組合ホームページ等で最新の日程をご確認くだ
さい。

相談会は予約制です。ご希望
の方は最寄りの支店窓口にお
申し込みください。

©よりぞう

JAの 無料

年金相談会

令和８年度採用の正職員を募集します
【業務内容】　総合職（JA業務全般）
【勤 務 地】　JAほくさい管内（行田市、鴻巣市（旧川里町）、羽生市、加須市）
【募集人数】　10名程度
【応募資格】　•来春卒業見込者（専門・短大・大学）
　　　　　　•既卒者（高卒以上）
【応募方法】　市販の履歴書（写真あり）と下記必要書類を同封し、本店人事課へ郵送
　　　　　　（簡易書留）またはご持参ください。
　　　　　　また、封筒の表に「応募書類在中」と朱書きください。
〈必要書類〉　•新卒：卒業見込証明書、学業成績証明書　
　　　　　　•既卒：職務経歴書
〈送 付 先〉　〒 348-8513　羽生市東 7-15-3
　　　　　　ほくさい農業協同組合　人事課
【試 験 日】　令和７年６月下旬を予定しております。
　　　　　　詳しくはHPまたは右記のQRコードよりご確認ください。
【募集期間】　令和７年６月 16日㈪まで（消印有効）

❺



３月に開催したイネカメムシ防除研修会でのＱ&Ａを紹介します！
　イネカメムシの発生は近年、拡大傾向にある中、ＪＡほくさいと加須農林振興センターは
３月にＪＡ本店で３回イネカメムシ防除研修会を開催しました。その中でいただいた質問に
回答します。

【特徴】
◎ケイ酸の溶出率が高く、効きやすい！省力型ケイ酸質肥料！
◎鉄・マンガンの効果で有害ガスの発生を抑制して根を守る！
◎各種ミネラル分、微量要素がバランスよく含まれているオールインワンな土作り肥料！

デジタルメガフレアを使用する場合、通常の播種量で１箱50ｇですが、慣行と疎植で400ｇ
程度差が出ます。（10㌃あたり20枚だと1㌔、12枚だと600ｇ）効果に差がでますか？
ご指摘のとおり、10㌃あたりの苗箱枚数が変われば投下薬量も変わりますが、明確な効
果差を確認した事例はございません。通常の播種量では農薬登録上、苗箱１枚あたり薬
量50ｇとされています。高密度播種は薬量１㌔/10㌃を越えない範囲で箱当たりの薬量を
50~100ｇ内に調整いただけます。

（回答者：ＪＡ全農さいたま生産資材部資材推進課担当）

防除の効果的な回数と時期を教えてください。
防除２回が効果的です。１回目は出穂から穂揃期に薬剤散布を行うことで、不
稔の防止や低減が期待できます。２回目は出穂期の８日~14日後に薬剤散布を
行うことで、斑点米の防止や低減が期待できます。

（埼玉県農業技術研究センター病害虫研究担当）

メタンガスや
硫化水素ガスが発生する
老朽化水田

健全水田

ご注文は各営農経済センターまで！

Q

Q

A

A

株内の茎のうち、約半数～８割程度が出穂した頃

鉄やマンガンが
少ない田んぼ

農力アップを
施肥

有害ガスを抑制し
根を守る

10ａ当たり
60㌔（3袋）施肥

穂が上部から傾き、籾が厚くなり始めた頃

イネカメムシ

全農さいたまより
お知らせ

施肥は代掻き 2 週間前

まで可能です！稲の高温障害対策に
農力アップをお勧めします！

Fe Mn

保証成分（％） 含有成分（％）
可溶性
ケイ酸 アルカリ分 く溶性苦土 く溶性

マンガン
く溶性
リン酸 鉄　分 ホウ素

20 43 2 1.2 2.5 12 微量
※保証成分：肥料の品質の確保等に関する法律による公定規格に基づく計算値を表示　含有成分：実分析値に基づく標準成分値を表示
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【
新
規
資
材
を
利
用
し
た土

壌
消
毒
】

　

当
地
域
で
は
、
ト
マ
ト
や
き
ゅ

う
り
と
い
っ
た
施
設
野
菜
で
、
低

濃
度
エ
タ
ノ
ー
ル
等
の
新
規
資
材

を
利
用
し
た
土
壌
還
元
消
毒
が
広

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

施
設
野
菜
で
は
、
連
作
に
よ
り

セ
ン
チ
ュ
ウ
類
や
青
枯
病
な
ど
の

土
壌
病
害
虫
が
発
生
し
、
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
害

虫
は
作
土
層
の
10
～
20
㎝
よ
り
も

さ
ら
に
深
い
位
置
に
も
存
在
し
ま

す
。
太
陽
熱
消
毒
や
米
ぬ
か
・
ふ

す
ま
を
利
用
し
た
従
来
の
土
壌
還

元
消
毒
で
は
深
い
土
層
の
病
害
虫

対
策
に
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
深
さ
60
㎝
程
度
ま
で

消
毒
可
能
な
低
濃
度
エ
タ
ノ
ー
ル

や
糖
蜜
吸
着
資
材
を
利
用
し
た
土

壌
還
元
消
毒
が
注
目
さ
れ
、
現
地

で
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

 【
土
壌
還
元
消
毒
と
は
】

　

こ
の
消
毒
方
法
は
、
微
生
物
の

エ
サ
と
な
る
資
材
を
投
入
し
て
、

土
着
の
微
生
物
を
活
性
化
す
る
こ

と
で
、
土
壌
を
還
元
状
態
に
し
、

病
原
菌
や
セ
ン
チ
ュ
ウ
類
の
活
動

を
抑
制
す
る
も
の
で
す
。
化
学
合

成
農
薬
の
使
用
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
、
環
境
に
も
使
用
者
に
も
優

し
い
消
毒
方
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
実
施
事
例
】

　

羽
生
市
の
き
ゅ
う
り
農
家
が
令

和
６
年
７
月
に
低
濃
度
エ
タ
ノ
ー

ル
を
利
用
し
た
土
壌
還
元
消
毒
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

実
施
ほ
場
で
は
、
土
壌
還
元
消

施
設
野
菜
に
お
け
る
土
壌
病
害
虫
対
策 

～
土
壌
還
元
消
毒
～

毒
後
に
定
植
し
た
株
は
生
育
順
調

で
、
収
穫
終
盤
で
も
樹
勢
が
保
た

れ
た
状
態
で
し
た
。
ま
た
、
作
終

了
後
に
株
を
抜
き
取
り
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
明
確
な
セ
ン
チ
ュ
ウ
被

害
が
な
か
っ
た
た
め
、
土
壌
還
元

消
毒
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
加
須
市
北
川
辺
の
ト
マ

ト
農
家
で
も
同
じ
消
毒
方
法
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
施
ほ
場
で
は
、
消
毒
前
は
フ

ザ
リ
ウ
ム
菌
に
よ
る
立
枯
病
が
多

く
発
生
し
て
お
り
、
暖
候
期
に
入

る
と
枯
死
し
て
し
ま
う
株
が
多
発

し
て
い
ま
し
た
が
、
消
毒
後
は
発

生
が
抑
え
ら
れ
、
被
害
株
が
減
少

し
ま
し
た
。

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

【
低
濃
度
エ
タ
ノ
ー
ル

還
元
消
毒
の
消
毒
方
法
例
】

　

こ
の
資
材
は
、
水
に
希
釈
し
た

資
材
を
チ
ュ
ー
ブ
で
潅
水
す
る
こ

と
が
可
能
な
た
め
、
作
業
労
力
が

少
な
い
こ
と
も
利
点
の
一
つ
で
す
。

　

作
業
の
留
意
点
と
し
て
は
、
潅

水
開
始
か
ら
ほ
場
が
満
水
に
な
る

ま
で
の
時
間
や
潅
水
の
ム
ラ
を
確

認
す
る
こ
と
で
す
。
ハ
ウ
ス
外
へ

資
材
が
染
み
出
し
た
り
、
ほ
場
の

凹
凸
に
よ
り
資
材
が
行
き
渡
ら
な

い
事
態
を
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
被
覆
し
た
ほ
場
が
空
気

に
触
れ
な
い
よ
う
、
ビ
ニ
ー
ル
の

穴
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。

還
元
が
上
手
く
い
っ
て
い
る
と
、

処
理
開
始
後
３
～
５
日
ほ
ど
で
ド

ブ
臭
が
し
て
く
る
の
で
、
ひ
と
つ

の
指
標
に
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

図１　資材処理後のほ場

図２　フザリウム菌に侵された株元

図３　低濃度エタノール資材

透
明
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
被
覆

事
前
潅
水

資
材(

低
濃
度
エ
タ
ノ
ー
ル)

希
釈
投
入

太
陽
熱
処
理(

14
～
21
日
間)

※
地
温
30
℃
以
上

被
覆
除
去
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡほくさい管内の加須市騎西地区で４月上旬
から梨の花かけ（授粉）作業が始まりました。
　４月９日、加須市騎西梨撰果所利用組合の鈴木
昭二さん、清香さん夫妻は、梨の白い小さな花が
一面に広がる園地で、彩玉の花かけ作業に汗を流
していました。
　今年は天候に恵まれ、例年通りの作業開始とな
りました。
　鈴木さんは50㌃のほ場で「幸水」や「彩玉」、「豊
水」、「あきづき」を栽培します。
　鈴木さんは、「花摘みと摘蕾、花かけと毎日忙
しいが、園地の管理をしっかりと行い、収穫を迎
えたい」と意気込みを語りました。

　ＪＡは３月６日に群馬県を巡る日帰りツアー「行田地区ふれ
あい旅行」を開催し、31人が参加しました。
　参加者は、土田酒造、原田農園、道の駅「田園プラザかわば」
に立ち寄り、酒造見学やイチゴ狩り、道の駅での買い物を楽し
みました。
　コロナ禍で６年振りの開催となったツアーに添乗した行田中
央支店渉外担当の今村智子係長は「しばらくお休みをしていた
日帰りツアーが開催できてよかった。参加者も喜んでいたので、
以前のように毎年企画していきたい」と話していました。

　ＪＡとＪＡバンク埼玉県信連は３月17日、埼玉県立羽生実業
高等学校で「高校生のための金融リテラシー講座」を行いました。
　高校生に社会で活用できる金融リテラシーを身に付けてもらお
うと金融共済部業務課の橋本学係長と信連ＪＡバンク統括部の鈴
木明里さんが講師を務めました。
　同校１・２年生164人を対象に、金融リテラシーの必要性「家
計管理とライフプランニング」や「キャッシュレス」、自分にも
起こり得る「金融トラブル」の事例などについて講義しました。

　北川辺支店で３月３日から水稲種子の温湯消毒作業が始まりま
した。
　温湯消毒は、60度のお湯に水稲種籾を10分間浸漬し種子伝染性
病害の消毒を行う方法。
　同支店管内の水稲農家約200軒のうち１日に最大で７軒が利用
し、３月27日までに約５㌧の消毒作業が行われました。
　３月13日に作業に訪れた下山豊さんは、「コシヒカリ」や「彩のきずな」を10
㌶作付けしています。この日は「コシヒカリ」35袋（４㌔／１袋）を消毒しました。
　下山さんは「自身で機械を用意するのは大変、ＪＡで実施出来るので非常に助か
る」と話しました。
　ＪＡ管内では11か所で５月上旬まで温湯消毒作業が続きます。

梨の春作業が始まりました

行田地区ふれあい旅行

ＪＡ職員が出張授業

種籾の温湯消毒作業開始

花かけ作業をする鈴木さん

「行田地区ふれあい旅行」に参加した皆さん

橋本係長（左）と信連の鈴木職員の講義に耳を傾ける生徒ら

種籾を湯に漬ける下山さん
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　北川辺胡瓜茄子部会は３月７日に北川辺支店敷地内集荷場で、促成と無加温キュ
ウリ、ハウスナスの目ぞろえ会を開きました。

　会員６人の他ＪＡ職員、市場関係者が参加
しました。
　キュウリは促成と無加温を約60㌃、ナス
はハウスナスを約30㌃栽培しており、今シ
ーズンはキュウリが約186㌧、ナスが約36
㌧を県内市場へ７月まで出荷する予定です。 
　同会の金子操会長は、「北川辺胡瓜茄子部
会の、安心安全でより良い品物を出荷したい」
と熱意を語りました。 　
　また、加須市園芸組合は３月25日にＪＡ
不動岡野菜集荷所で、無加温キュウリの目ぞ

ろえ会を開きました。
　参加人数は生産者やＪＡ職員、市場関係者など26人。
　生育状況は概ね良好で、京浜市場などに７月まで約710㌧を出荷する予定です。
　同組合の内田幸夫組合長は「加須市園芸組合の主力作型である無加温キュウリの出荷が始まりました。今年もいい品
物が揃っているので自信をもって販売していきたい」と意気込みを語りました。

　ＪＡは４月５日、12日に行田市総合体育館グリーンアリーナで行われた、行田ミニバスケットボール連盟主催の「第
４回ほくさいカップ」に協賛し、トロフィーや盾、メダル、バスケットボール、ＪＡのオリジナルパックご飯の「ＪＡ
ほくさいのごはん」を寄贈しました。
　ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積立金を活用し地域活性化を目的としています。
　20チームが参加し、優勝は女子チームが行田ラビッツ、男子チームが行田サンズでした。
　同連盟の安藤和人会長は「今年はボールをいただけて大変助かりました。今後も少年、少女の健全な育成のため、ス
ポーツ大会に協力いただきたい」と感謝の言葉を述べました。

各地でキュウリ目ぞろえ

ＪＡがバスケットボール大会に協賛

　川里花き出荷協議会で４月中旬から母の日用の鉢物カーネーショ
ンの出荷が始まりました。
　同会でカーネーションを出荷するのは10軒。
　今シーズンは約44万鉢を全国の市場に出荷します。
　４月中旬に出荷準備に追われていた鴻巣市広田の㈱ＨＧフラワー
ズ萩原賢一代表は「赤いカーネ－ションは『感謝の気持ち』という
品種名が付いている。日頃の感謝を込めて、母の日にカーネーショ
ンを贈ってほしい」と笑顔で語りました。

カーネーション出荷最盛

出荷目前のカーネーションの確認をする従業員

加須市園芸組合の目ぞろえ会の様子 北川辺地区の目ぞろえ会の様子

寄贈したパックご飯を手にする、
優勝した行田サンズの選手たち

寄贈したトロフィーと
盾、メダル、ボール

安藤会長の前
で選手宣誓を
する、さきたま
の木住野はな
さん㊧と行田
ラビッツの 傳
田啓太さん
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　北川辺青果物出荷協議会は３月13日に、北川辺とまと選果場で会員
が栽培したイチゴの「べにたま」10㌜（４パック／１㌜）、ネギ約11㌔、
北川辺ブランドトマト「木甘坊」約500個、キュウリ30㌔、ナス２㌔を、
加須市の子ども食堂やフードパントリーを営む４団体に寄贈しました。
　加須市のフードパントリー等代表の他、加須市職員やＪＡ関係者ら
14人が参加しました。
　下山房巳会長は「北川辺は野菜の産地。会員の生産者が丹精して育て
た野菜を食べて子ども達に地産地消の体験から食育を学び、旬を味わい
ながら栄養を摂って成長してほしい」と笑顔を見せました。
　また、３月19日には加須中央支店で、(株)山中農産がブロッコリー
10コンテナ（５㌔／１コンテナ）、加須市園芸組合がキュウリ４㌜（５
㌔／１㌜）を、加須市でフードパントリーや子ども食堂を運営する５団
体に寄贈しました。
　加須市のフードパントリー等代表の他、加須市職員やＪＡ関係者ら
11人が参加しました。
　同農産の山中哲大代表は「地元で採れたブロッコリーやキュウリを子
ども達に味わってもらうことは地産地消の食育やＳＤＧｓの意義にも繋
がる。今後も加須市やＪＡと連携して地域に貢献したい」と意気込みを
語りました。
　1回目は約200世帯、２回目は約180世帯の支援を必要とする家庭に
農産物が配られました。

フードパントリーに農産物寄贈

農産物を受け取るフードパントリーの皆さんと、
下山会長（左から５番目）及び同協議会会員

ブロッコリーとキュウリを受け取るフードパントリーの
皆さんと山中代表（左から２番目）及びＪＡ職員

　ＪＡは３月18日にＪＡ本店でスマホ教室を開き、組合員がスマートフォン
の基本操作などを学びました。2021年からスマホ教室を始め、今回で７回目。
　高齢者にデジタルスキルを身に着けてもらうことで、豊かな生活や効率的な
営農に繋げてもらうことが目的。ＪＡ全中と農林中央金庫が携帯電話会社と連
携して講師４人を派遣し、60代から70代までの４人が受講しました。
　講座は個人情報を守る方法や詐欺対策を学ぶ入門編とＬＩＮＥの使い方を学
ぶ応用編に分けて講義しました。
　参加した長谷川タマ子さんは「スタンプの使い方を教えてもらったので、友
人に送ってみたい」と笑顔をみせました。

　新茶の販売を前に３月中旬から各ＪＡ店頭で、窓口に来店した利用者や組合員
にお茶を配り、試飲してもらいました。
　羽生営農経済センターの笹本想太職員は丁寧にお茶を煎れ、利用者に振舞いま
した。
　試飲をした組合員は「毎年ＪＡの新茶を買っている。煎れたてのお茶は美味し
い」とチラシを手に取りました。

　ＪＡと埼玉県加須農林振興センターは３月に３回、ＪＡ各会場で「イネカメム
シ防除研修会」を開きました。
　全体を通じて約700人が集まりました。
　ＪＡ管内は昨年、猛暑の影響とイネカメムシの加害で米の収量や等級に影響が
あり、イネカメムシ防除を目的に研修を企画しました。
　埼玉県農業技術研究センター病害虫研究担当者や加須農林振興センターの担当者
が講師となり、防除を広域で行う事の有効性や防除適期の重要性を説明しました。

スマホ教室開催

店頭でお茶の試飲

イネカメムシ防除研修会開催

スタンプの使い方を学ぶ長谷川さん㊧

組合員に新茶を勧める笹本職員㊧

騎西地区の講習会の様子
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　北川辺農産物直売所
は３月15日に「直売
所まつり」を開きまし
た。
　北川辺ブランドトマ
トの「木甘坊」やイチ
ゴの「べにたま」、「あ
まりん」などの販売の
他、北川辺産「コシヒ
カリ」を特別価格で販
売しました。
　また、ＪＡ女性部北
川辺支部が、北川辺産
のもち米「喜寿もち」

を使用した赤飯を店頭で販売し、まつりに協力しました。
　同女性部の江田昌子部長は「明け方から部員一丸とな
り作った。購入した方から美味しかったからまた買いに
来たという言葉をいただき、頑張った甲斐があった」と
話していました。

　協同組合は人々が助け合い、みんなの幸せの実現に
向けて、より良い暮らしや社会を目指す自主・自立の
経済組織であり、運動体です。
　協同組合はその時々の組合員の課題達成に取り組ん
できた歴史を持ちます。
　今回は日本の協同組合の歴史と特徴について解説し
ます。
■ 日本の協同組合の歴史
　江戸時代末期、二宮尊徳が経済的に苦しむ藩士のた
めの「五常講」という信用組合のような制度を、大原
幽学が「先祖株組合」という土地を出資の代わりにし
てその収益で農民などが助け合って生活していく仕組
みをつくりました。
　大正時代、協同組合運動の父と呼ばれる賀川豊彦は、
貧しい人々の救済のため労働運動、農民運動、普通選
挙運動など社会改革運動を推進しました。彼が設立し
た神戸購買組合は現在まで続く協同組合の祖となって
います。
　協同組合が全国的につくられるようになった契機に
は、産業組合法（1900年）の成立があります。その
後農業協同組合法（47年）をはじめとした個別の協
同組合法が順次制定され、2022年10月には労働者協

同組合法が施行されています。
■ 協同組合の特徴
　世界的に見ると「協同組合基本法」のような横断的
な法律が存在している国が多いですが、日本ではさま
ざまな種類の協同組合が個別法に基づいて事業を行っ
ており、これは日本の協同組合の特徴ともいえます。
　日本では、協同組合に延べ1億820万人の組合員が
加入し、協同組合が生み出す付加価値の総額は4兆
9000億円にもなります（※1）。また、日本における
協同組合への加入率は個人ベースで46.5%、世帯ベ
ースで51.4%と推計されています（※2）。
　国際協同組合年を迎えた今、協同組合同士が連携を
深め、社会課題の解決に一層取り組んでいくことが期
待されています。

　加須市北川辺地区で
は４月中旬から田植え
が始まりました。
　同市の㈱おぐらライ
スは「コシヒカリ」と

「あきたこまち」、「に
じのきらめき」など約
10品種を、約53㌶で
栽培します。３月19
日に「あきたこまち」
の播種作業を行い、３
週間育苗し、４月12
日から15日にかけ7.6
㌶を田植えしました。
　同社の小倉祐一代表は「米価が上昇し安定したのでＪ
Ａの買取価格に大いに期待している」と話しています。

北川辺女性部が
直売所まつりに協力

田植えが始まりました

赤飯を買う利用者

※1『事業年度版　協同組合統計表』（2024年3月：日本協同組合連携機
構）。　複数組合に加入の場合は組合員数を重複計上。
※2『協同組合に関する全国意識調査2022』（2023年3月：日本協同組
合連携機構）

田植機に苗を補充する小倉代表

国際協同組合年

●2025国際協同組合年全国実行委員会事務局日本の協同組合の歴史

「2025国際協同組合年（IYC2025）のページ」
日本協同組合連携機構
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ネ
キ
ン
も
薄
着
と
な
り
溌
刺
と
し
た
姿
に
な
る
。

中
七
の
「
二
の
腕
ぬ
か
れ
」
は
言
い
得
て
妙
。

きさい 通 信
各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。
今回は騎西地区です。

　臨済宗円覚寺派の龍
りゅう

興
こう

寺
じ

は約1200年前、天
てん

祐
ゆう

和
お

尚
しょう

によって開かれたといわれています。
　龍興寺には、「石

いし

敢
がん

当
とう

」という、中国が起源の魔除けの石標があります。
　石敢当は、道路の突き当りや橋の袂

たもと

などに造立し、様々な邪気をくい止め、これを追い払うといわれてい
ます。
　沖縄をはじめとする南西諸島から九州南部に多くみられ東日本では珍しく、加須市指定有形民俗文化財に
登録されています。
　この石敢当は、高さ70㎝の角柱で、明和８年（1771年）に造立されました。
　なお、加須地域では千

ち

方
かた

神社にも文化14年（1817年）に造立された石敢当があります。

龍興寺の参道にある
橋の袂の石敢当と、
石敢当の謂れが書か
れた看板

龍興寺
住所：加須市上崎1890
電話：0480-73-0607

拡大した石敢当

酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

加須市上崎
龍興寺の

「石
いし

敢
がん

当
とう

」

�



JAほくさい顧問弁護士
弁護士法人 長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

②
送
金
先
口
座
名
義
人
に
賠
償
請
求
で
き
る
？

― 

請
求
で
き
る
が
、過
失
相
殺
で
全
額
は
困
難

①
自
筆
遺
言
書
の
保
管
制
度
を
利
用
す
る
に
は
？

― 
遺
言
者
自
身
が
手
続
き
し
、原
本
は
死
後
50
年
保
管

私
は
１
人
暮
ら
し
で
相
続
人

と
し
て
２
人
の
息
子
が
い
ま
す

が
、
家
業
を
継
い
だ
長
男
に
多

め
に
遺
産
を
取
得
さ
せ
た
い
と

思
い
、
自
分
で
遺
言
を
書
き
ま

し
た
。
こ
の
た
び
施
設
へ
入
所

す
る
に
あ
た
り
、
遺
言
書
を
ど

こ
に
預
け
よ
う
か
と
悩
ん
で
い

た
と
こ
ろ
、
国
が
保
管
し
て
く

れ
る
制
度
が
あ
る
と
聞
き
ま
し

た
。
ど
の
よ
う
な
制
度
で
す

か
。
ど
う
す
れ
ば
、
ま
た
、
い

つ
ま
で
預
か
っ
て
く
れ
る
の
で

す
か
。

私
は
、
突
然
A
社
の
営
業
担

当
と
い
う
B
か
ら
電
話
を
受

け
、「
必
勝
馬
券
で
高
配
当
」
と

い
う
投
資
を
勧
め
ら
れ
、
試
し

に
５
万
円
を
振
込
し
た
ら
、
３

日
後
に
５
万
４
千
円
が
入
金
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
信
じ
た
私

は
、B
の
指
示
の
と
お
り
、C
、

D
、E
名
義
の
口
座
に
50
万
円
、

1
０
０
万
円
、
3
0
0
万
円
を

振
り
込
み
ま
し
た
が
、そ
の
後
、

B
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。
A
社
は
、
法
人
登
記
が

な
く
、
電
話
番
号
は
、
破
産
し

た
会
社
の
名
義
で
し
た
。

警
察
に
相
談
し
て
凍
結
さ
れ

た
C
、
D
、
E
名
義
の
口
座
の

残
高
は
ど
れ
も
１
０
０
０
円
未

満
で
し
た
。

C
、
D
、
E
に
対
し
て
損
害

賠
償
請
求
で
き
ま
す
か
。

A
社
の
詐
欺
に
C
等
が
直
接
関

わ
っ
た
と
証
明
す
る
の
は
、
難
し

い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
犯
罪
収
益
移
転
防
止

法
は
、
な
り
す
ま
し
目
的
の
あ
る

相
手
に
、
預
金
通
帳
等
を
譲
渡
、

交
付
、
提
供
す
る
行
為
の
ほ
か
、

通
常
の
商
取
引
な
ど
の
正
当
な
理

由
が
な
い
の
に
、
有
償
で
、
譲
渡
、

交
付
、
提
供
す
る
行
為
を
罰
す
る

規
定
が
あ
り
（
同
法
２
８
条
２

項
）、
こ
れ
ら
の
行
為
は
違
法
で

す
。C

等
は
、
通
帳
等
の
交
付
と
い

う
違
法
行
為
に
よ
っ
て
A
社
の
詐

欺
を
助
け
た
と
い
え
、
あ
な
た
は

C
等
に
対
し
、
詐
欺
の
幇
助
（
ほ

う
じ
ょ
）
と
い
う
不
法
行
為
（
民

法
7
1
9
条
2
項
）
で
損
害
賠
償

請
求
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

C
等
は
、「
貸
金
業
者
か
ら
指
示

さ
れ
て
送
っ
た
」、「
闇
金
業
者
に

騙
さ
れ
て
渡
し
た
」
等
の
言
い
訳

を
す
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
他
人
に
交
付
し
た
通

帳
等
が
詐
欺
等
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
は
社
会
常
識
と
な
っ
て
お
り
、

C
等
が
自
分
の
意
思
で
通
帳
等
を

交
付
し
た
か
ぎ
り
、
A
社
の
詐
欺

を
助
け
た
過
失
が
あ
る
で
し
ょ

う
。た

だ
、
同
種
の
判
例
（
東
京
地

裁
令
和
５
年
２
月
22
日
判
決
）
で

は
、
騙
さ
れ
た
者
の
過
失
が
５
割

と
さ
れ
て
、
損
害
賠
償
と
し
て
認

め
ら
れ
た
の
は
各
人
の
口
座
へ
の

振
込
額
の
半
額
で
し
た
。

あ
な
た
は
、
必
勝
馬
券
投
資
を

漫
然
と
信
じ
て
送
金
を
繰
り
返
し

た
の
で
、
相
応
の
過
失
相
殺
が
さ

れ
、
振
込
額
全
額
の
賠
償
が
認
め

ら
れ
る
の
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

①

②

①

②

自
筆
証
書
遺
言
（
民
法
９
６
８

条
の
要
式
を
満
た
す
も
の
）に
は
、

遺
言
書
保
管
所
と
し
て
指
定
さ
れ

た
法
務
局
へ
預
け
る
と
い
う
制
度

が
あ
り
ま
す
（
法
務
局
に
お
け
る

遺
言
書
の
保
管
等
に
関
す
る
法

律
）。
保
管
期
間
は
、
預
け
た
方

の
死
亡
日
か
ら
、
遺
言
書
の
原
本

は
50
年
、
そ
の
画
像
デ
ー
タ
は

１
５
０
年
で
す
（
同
法
６
条
５
項

及
び
７
条
３
項
、
同
政
令
５
条
）。

こ
の
制
度
を
利
用
利
点
と
し
て
、

遺
言
書
の
紛
失
、
改
ざ
ん
の
お
そ

れ
が
な
い
、
申
請
の
際
に
法
務
局

職
員
が
遺
言
書
の
要
式
不
備
を
確

認
し
て
く
れ
る
、
相
続
人
等
が
家

庭
裁
判
所
に
遺
言
書
の
検
認
の
手

続
を
す
る
必
要
が
な
い
（
同
法
11

条
）
等
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
遺
言
を
す
る
あ
な
た

自
身
が
保
管
所
に
出
向
く
必
要
が

あ
り
代
理
人
に
よ
る
申
請
は
認
め

ら
れ
て
い
な
い
、
民
法
９
６
８
条

の
ほ
か
に
一
定
の
余
白
そ
の
他
法

務
省
令
で
定
め
ら
れ
た
要
件
を
満

た
す
必
要
も
あ
る
と
い
っ
た
若
干

面
倒
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、
利
点

の
方
が
大
き
い
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。あ

な
た
の
住
所
地
か
本
籍
地

（
不
動
産
が
あ
れ
ば
不
動
産
所
在

地
）
の
ど
れ
か
を
管
轄
す
る
遺
言

書
保
管
所
に
予
約
し
て
、
あ
な
た

自
身
が
遺
言
書
保
管
所
に
出
向

き
、
申
請
書
を
提
出
し
、
保
管
費

用
（
現
在
３
９
０
０
円
）
の
収
入

印
紙
を
納
付
し
ま
す
。
法
務
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
自
筆
証
書
遺

言　

法
務
省
」
で
検
索
）
も
参
照

く
だ
さ
い
。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
端
午
の
節
句
に
―
―
人
形
を
飾
っ
た

❷
鉛
筆
に
も
リ
ン
ゴ
に
も
あ
る
も
の

❸
２
０
１
８
年
ご
ろ
に
大
流
行
し
た

―
―
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー

❹
漢
字
な
ど
の
読
み
方
を
示
す
小
さ

な
文
字

❺
小
学
校
で
一
番
授
業
が
多
い
科
目

❽
福
島
県
の
―
―
は
浜
通
り
と
呼
ば

れ
ま
す

❿
カ
ァ
カ
ァ
と
鳴
き
ま
す

⓬
ス
ロ
バ
キ
ア
と
分
離
し
て
で
き
た

国
。
首
都
は
プ
ラ
ハ

⓭
フ
ラ
ダ
ン
サ
ー
の
腰
で
揺
れ
る
も
の

⓮
初
夏
で
も
強
く
照
り
つ
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

⓰
漢
字
で
は
雲
雀
、
日
晴
鳥
な
ど
と

書
く
鳥

⓲
三
毛
、
ト
ラ
、
サ
バ
と
い
え
ば

⓴
ギ
ュ
ッ
と
押
す
と
気
持
ち
い
い

〈
応
募
の
方
法
〉

・ 

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住

所
、
氏
名
、
年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送

付
（
住
所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、

ま
た
は
各
支
店
・
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

右
の
二
次
元
コ
ー
ド
で
も
応
募
で

き
ま
す
。
ご
応
募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ

い
管
内
（
行
田
市
・
鴻
巣
市
川
里

地
区
・
羽
生
市
・
加
須
市
）
に
お

住
ま
い
の
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

・ 

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・ 

締
切
は
令
和
７
年
５
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・ 

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
４
月
号
の
答
〉
イ
ー
ス
タ
ー

タ
テ
の
カ
ギ

❶
ひ
げ
そ
り
前
に
顔
に
押
し
当
て
る

人
も
い
ま
す

❻
そ
の
泉
は
―
―
的
な
空
気
に
包
ま

れ
て
い
た

❼
日
本
に
は
謙
譲
の
―
―
の
精
神
が

あ
り
ま
す

❾
周
囲
よ
り
小
高
く
な
っ
て
い
る
土

地
の
こ
と

⓫
大
き
な
ビ
ル
が
―
―
の
タ
ケ
ノ
コ

の
ご
と
く
増
え
て
き
た

⓬
ひ
じ
を
グ
ッ
と
曲
げ
て
出
し
ま
す

⓮
雑
穀
の
一
つ
。
ア
ワ
や
キ
ビ
と
並

ん
で
知
ら
れ
て
い
ま
す

⓯
ち
ら
し
や
に
ぎ
り
が
あ
り
ま
す

⓱
大
勢
の
人
が
床
の
あ
ち
こ
ち
で
眠

る
こ
と

⓳
結
ん
で
お
吸
い
物
に
入
れ
る
こ
と

も
あ
る
葉
野
菜

㉑
５
月
の
空
を
泳
ぎ
ま
す

　
田
植
え
の
最
盛
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
八
十
八
も
の
手
間
が
か
か
る
と
い
う
「
米
」
作
り
で
す
が
、
こ
の
先
は

天
候
や
害
虫
な
ど
の
試
練
も
待
ち
受
け
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ど
う
か
稲
も
人
も
無
事
に
収
穫
の
時
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

　
 

Ｔ
・
Ｔ

編
集
後
記

☆
３
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

　
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
斉
藤
　
勝
江
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
河
田
美
登
里
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
中
西
テ
ル
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
須
永
　
文
江
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
篠
﨑
ツ
ル
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
福
田
　
文
江
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
小
倉
　
愛
菜
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
齊
藤
　
明
男
さ
ま
（
大
利
根
）

�
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ＪＡほくさい
ホームページ

　赤い果肉が特徴のクインシーメロ
ン。なめらかな口当たりと深みのあ
る甘さが特徴です。

　燦々とふり注ぐ太陽に恵まれた地
で育った有田みかんは、十分な日光
を浴びて甘く美味しく育ちます。

　ハウス内で丁寧に栽培された柔ら
かい果肉です。食べやすくゼリーの
ような食感が特徴で、冬ギフトに最
適な高級フルーツです。

　爽やかな香りと甘酸っぱい果肉、
内側の白い皮には栄養がたくさん
詰まっています。一緒に食べると
ジューシーで大変美味しいです。

　茨城県鹿島灘の温暖な気候の中、美
しい水と緑に恵まれた土地でみつばち
交配により栽培されるアンデスメロン。
全国でも屈指の品質と味を誇ります。

　日当たりの良い園地と指定された生産農
家が食味を重視して育てました。年明けま
で木熟させたものを1月に収穫し、１つ１つ
手選別で箱詰めしたこだわりの伊予柑です。

　味は大玉スイカと変わりませんが、
皮が薄いので可食部分が多く甘みも
あります。大玉スイカと比較すると
種が半分なのが嬉しいポイントです。

　すいかは昼と夜の温度差が大きいほ
どシャリ感に優れています。尾花沢す
いかは澄んだ空気、きれいな水、自然
の中で育った美味しいすいかです。

　豊かな自然環境と愛情で育てられ
た爽やかな美味しいりんごです。蜜
入りは熟度が進んだりんごの証で完
熟の目安と言われています。

　清見オレンジとポンカンを交配して作られた品
種である不知火（しらぬい）。その中から甘みと酸
味のバランスが良く、果汁が豊富等の一定の基準を
満たした高品質のもののみがデコポンとなります。

５月上旬

12月中旬

３月上旬

７月上旬

８月上旬

２月中旬

６月上旬

１月下旬

12月中旬 12月中旬

◇熊本県産

◇愛媛県産

◇愛媛県産

◇和歌山県産

◇茨城県産

◇愛媛県産

◇山形県産

◇山形県産

◇愛媛県産

◇青森県産

ア
ン
デ
スメロ

ン

蔵
出
しいよ

か
ん

小
玉
ス
イ
カ

尾
花
沢
す
い
か

デ
コ
ポ
ン

サ
ン
ふ
じ

　（
蜜
入
り
り
ん
ご
）

ク
イ
ン
シ
ー

メ
ロ
ン

紅
ま
ど
ん
な

日
向
夏

有
田
み
か
ん

旬
いちばん
美味しいのは

です
四季折々の自然の恵みをご用意いたします
各営農経済センター窓口や
外務デー等でご注文を承ります


